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論 文 審.査 結 果 の 要 旨
本論文 は、20世 紀後 半のアメ リカ・ポス トモ ダニズム文学 を代表す る作家であ る トニ・モ リソン(Tbni
Morrison)と トマス ・ピンチ ョン(ThomasPynchon)の 小説が、19世 紀以来 の現代都市文明の変容 の
中で、 いか なる意義 を持ってい るか を明 らか に しよう と試 みた もので ある。 ピンチ ョンとモ リソンはポ
ス トモ ダニズ ム文学 を代表 す る主要作家 とみな されてい るが、両者の文学 に共通 する問題 について詳細
な検討 を行 った先行 研究 はきわめて不十分 であ る。論者 は、現代都市文化 の特性 との関わ りとい う点
で、両者 に重要な共通性 を認 め、 それ を追 求す ることによって、彼 らの文学 が現代都市文化の中で持つ
意義 を明 らか にす るこ とをめざ した。
本研究 において論者 が手がか りとしたのは、ベ ンヤ ミン(WalterBenjamin)が 論 じた 「フラヌール」
(且飴eur遊 歩者)の 概念で ある。現代都市 を漂流す るフラヌール はボー ドレール(CharlesBaudlaire)
か ら始 まってい る。19世 紀 中葉 は現代 の都市 文化 が成 立 した時代 で あ るが、 それ は同時 に、大通 り
(boulevard)や 百 貨店(departmentstore)に 象徴 され るように、合理主 義 と管理主義 に よる支配 の
確立 を意味 していた。本来、都市 とい うものは重層 的 ・複層的で あって、監視 の目の行 き届 かない部分
を必ず内包す る空 間である。 しか し、現代 の都市 は合理主義の下 に徹底 した機能性 と透 明性 を追求 した
ノ
空間 として認識 され てい る。ル ・コル ビジェ(Edouard:LeCorbusier)の 建築 はモ ダニズ ム都市空間
を典型 的 に表 出す るもので あった。 こうした空間 の中での フラヌールは、群衆 か ら超越 した優 位 にあ
り、都市の全体 を術撒 する監視者 としての立場 にある。別な言い方をす るな らぼ、 それは、複雑で重層
的な都市空間を、直線的 な歴史性 と合 目的性 によって、完全 に把握 し、.理解 しうるとい うモダニズ ムの
幻想 の体現者 である とも考 えられ る。 しか し、20世 紀後半 の時代 に入 る と、こうしたベ ンサム(Jeremy
Bentham)的 な汎環視的空間(panopticspace)と しての都 市は もはや存在 しない。モダニズム以後 の
時代 、す なわちポス トモダニズム時代の都市にあっては、画一 的 ・大量生産的経済システムで あるフォー
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ド主義(Fordism)に 替…わ って、多種 多様 な商品が ご く短期間でめ まぐるしく交替 し、消費 され、情報
が細分化 され精緻化 され るポス ト・フォー ド主義(post-Fordism)が 支配的経済 システム となってい る。
そ こで は合理主義 の幻想が崩壊 し、統一性 と一貫性で はな く、あ らゆる面での断片化が進行す る。人間
の肉体 も、歴 史 も、空間 も切 り刻 まれた断片 とな り、個 々のっなが りを失 ってい る。 ピンチ ョンの小説
『競売ナ ンバー49の 叫び』(η36Cη ∫㎎ げ 五〇'49)の 登場人物ムーチ ョ(Mucho)が 、中古車販売業 に
よって精神的に追 いっめ られてい るのはその典型的な状況であ る。最新モデル とはわずか に異 なるだけ
の中古車が次々に下取 りされて販 売 され、それが はて しな く繰 り返 され る。 これはポス ト ・フォー ド主
義経済の最前線の状況で あ り、 それが人間性 を蚕食 してい く過程 の表現で ある。一方 では、 こうした断
片化のゆ えに、政治 的権力構造 それ 自体 は不可視 とな り、組織権力 による都市 の支配 はいっそう容易に
なって、都市住 民は この見 えざる権 力の支配 の中に深 く捕 らわれ るよ うにな る。個人 の肉体 もまた、 こ
うした都市システムの中で断片化 されて、機械化 されてい る。 ポス トモ ダニズムの都市 の中 に置かれた
フ ラヌールは、合理 的 ・合 目的的 に設計 され、 あ らゆ るものが透視可能で あった空間で はな く、すべて
が断片化 されて意味 を喪失 した世 界に投 げ出されてい るのであ る。
本論文の第1章 で は、上記の ようなボー ドレール以来の フラヌール表象の変遷 が歴史 的に追跡 されて
い る。 フラヌールは、合理主義的世界観 を象徴 する優位の立場 か ら、一見 して無 目的な、 めま ぐる しく
変転 しっっ も前進 も後退 もない世 界の無 力な傍観者 となってい く。 その変容は、19世 紀 中葉か ら20世 紀
後半 に至 る約一世紀 の間 に現代都 市 とい う、 ポス トモダニズム空 間が生 まれ る過程 と一致 してい る。本
論文で は、ベ ンヤ ミンのみな らず、 ド・セ ル トー(MicheldeCerteau)、 バ ウマン(ZygmuntBauman)
らの議論 を参照 しなが ら、 ポス トモ ダニ ズムのシステ ムが いか な る・本 質 を有 して い るかが明 らかに さ
れ、理論的な整理が行 われてい る。論者 は、現代文学批評 が学際 的に拡大 し、社会学、経済学、 さらに
地理学 をも包括 す る野心的 な文化批評 となって いる現状を十分 に把握 してい る。 この ことは、本研 究が
現代文学批評 の最先端 にあるこ とを示 す もので ある。
第2章 以下 では、第1章 で明 らか にされたポス トモ ダニズム都市 の状況 を基礎 として、ピンチ ョン とモ
リソンの作品において、現代 アメ リカ都 市文化が どの ように文学 的表現 を得てい るかが検討 されてい る。
第2章 で扱われ るの は、 ピンチ ョンの長編小説 『V.』(γ)で ある。論者 は、 この小説 の中で、特 に
視覚が特権 的地位 を与 え られてい ることに注 目 してい る。現代都市文明 においては、触覚や聴覚で はな
く、 目に見え るものが重視 され るが、それは人物や事物 の内実で はな く、外殻 が重視 され る ことを意味
す る。た とえ ば、観光旅 行 な どが、 この よ うな視 覚 の優 位性 の典 型例 で あ る。観 光 客 は、ベ デ カー
(Baedeker)社 の旅行案 内書 を眺め るの とほ とん ど変わ らない感覚で、さまざ まな空 間を移動す る。歴
史や人間の内面に入 り込む こ とはない。 この小説の中で整形外科 医シェーンメイカー(Schoenmaker)
が行 う美容整形 手術 もまた、視覚の優位性 とい う点で、同 じ根 に発 するものであ る。人聞 の肉体 は単な
る物質 と化 して断片化 されてい く。視覚 の優位が最 も過剰 に機能 す るのは、歴史の中をさまざまに変容
しなが ら漂流す る女性V.の 肉体 においてであ る。彼女 の肉体 は美 しい宝石 に置 き換 え られてい く。論
者 の独創的な着眼点 は、V.の 肉体 の視覚表現が、イギ リス ・ルネサ ンス期文学 の装飾 的修辞表現法の一
っ 「ブレイゾン」(blazon)に よって説 明 され うる ことにある。現代 アメ リカ文学 の研究 に この ような
視点 を導入 した ことは、モ ダニズム、ポス トモ ダニズムの文化 的諸問題が、西欧近代 にお ける 「肉体」
の文化史 に深 く関わって いるこ とを示唆す るもので あ り、重要 な研究成果であ ると言 える。
第3章 で はピンチ ョンの小説 『競売 ナンバー49の 叫び』(η36Cゆ πgげLo'49)を 題材 として、現代
都市文明 と個人 との問題が追求 されてい る。イ ンヴェ ラリティ(Inverarity)と い う富豪か らその遺言
執行人 に指名 された平凡 な主婦エデ ィパ ・マース(OedipaMaas)の 遍歴 は、現代都市文明の錯 綜 した
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実相 を暴露す ると ともに、そ こか らの人問 の再 生 の可能性 を示唆 してい る。ポス トモ ダニズム の都市
は、連関 を断 ち切 られ断片化 した時空 であ り、個人 との関わ りを拒絶 す るもので ある。 この小説 に描か
れ る架空都市サ ン・ナルシソ(SanNarciso)は 、急速 な生産 と消費のサイ クルが支配す るポス ト・フォー
ド主義 と情報 の過 多に よってか えって全体像 を見失 って しまった情報化社会 の象徴 で ある。 しか しなが
ら、エデ ィパ はその システ ムか ら外れて いる と思われ る地下郵便組織 トライステロ(Tristero)の 探索
を通 じて、失 われた時間 と空間の感覚 を回復 してい く。最 終的には、社会的、性的、人種 的少数者 と実
際 に接触す るこ とが、 ポス トモダニズムの都市空間 の変容 をもた らす可能性が示唆 されてい る。
第4章 は、 トニ ・モ リソンの小説 『ジャズ』(1忽)を 扱 ってい る。 ここで問題 とな るのは、 この小説
のか な り特 異 な語 り手で ある。女性 と思 われ るこの語 り手 の語 り方、登場人物 に対す る接 し方の変化
が、ポス トモダニズム時代の アイデ ンティティー との関係 で興 味深 い。彼女 は小説の最初 の方 では、超
越的視 点、いわばベ ンサ ム的パ ノプティ コンの位置か ら登場人物 たちを傭鰍 してい る。あ る意味 では伝
統的な小説 の 「全知 の語 り手」(Omnicien七Narrator)と 同 じ機能 を持 っている とも考え られ るが、 ポ
ス トモダニズム小説 の中で は、 この ような全知の視 点 は、モダニズム的合理主義 とブルジ ョア権力構造
の表現 として捉 え られ るべ きであ る。 しか し、彼 女 は、最 終的には都市生活者の内面に深 く入 り込み、
彼 らと共感す ることに自己の立場 を見 いだす。彼 らは北部の都市 に住 む黒人た ちであ るが、南部 での過
去の暴 力 と悲劇 に向き合い、歴史性 を回復 す ることで、新 たな融和 と融合 の可能性を見 いだす。400年 前
の奴隷 としての強制移住以来の歴史が、 ジャズ という音楽の中で共有 され、時聞 と空間の連 関が確認 さ
れ るのであ る。
第5章 は再 びピンチ ョンの小説が扱 われ る。 『ヴァイ ンラン ド』(四 忽 伽4)は 、断片化 され、時間性 ・
歴史性 を喪失 した現代都市空間に対 する批判 をテーマ とす る小説 であ る。高度 にシステム化 され た現代
の都市 においては、すべてが透 明で均質 なものでな ければな らない。 それ は支配権 力の側 に とって はき
わめて好都合 な空間で ある。一方で、都市の住民 は、人間性 の維持 あ るいは回復のために、同じ空間 を
可能な限 り不透明で雑多な ものにす ることを志向す る。 この小説 は巨大化 した現代社会 システムの非人
間化 の作用 を克明 に描出 し、一方で は、 それ に対立す るもの としての架空空間 ヴァイ ンラン ド郡が提出
され る。その中で、 ド ・セル トーの都市論 に提示 されてい るような、社会地理学的葛藤が展開す る こと
にな る。断片化 されて意味 を喪失 した時空 は、 ポス トモ ダニズム的無関心主義(adiaphorism)を 生み
出す。 アメ リカ原住民の 「亡霊」や 日本の忍術 の継承者で あ る登場人物DL(DL)を 通 して、 時間性 ・
歴史性、 さ らに道徳性が回復 され るので ある。
以上 のよ うに、本論文は現代 アメ リカの作家モ リソンとピンチ ョンを扱 った ものであ るが、 そこに内
包 され る意義 は単な る作家論 に とどま らない。 フラヌール表象 の変遷 を通 じて解 明されて い るのは、ポ
ス トモダニズ ム とい う時代 の本質 である。身体、空 間、 時間の間 の有機的連 関 を喪 失 したのが この時代
であ り、 そ こには不可視化 され た権力構造が隙間無 く張 りめ ぐらされ、個人のアイデンティティー を脅
か して い る。 システムか らの脱落者 で ある少数者 との関 わ り、 アメ リカ黒人 の歴史 の認識 に よる歴 史
性 ・時 間制 の回復 を通 じて、個人か らその アイデ ンテ ィテ ィーを剥奪 しよう とす る権力 に対抗す るこ と
が、モ リソン とピンチ ョンの小説 の究極的な メッセージで あるの な らば、そ こには現代 アメ リカ都市文
学の文化 的意義が明 らかに されている と言 える。本論文が、 アメ リカ黒人史のみな らず、 ルネサ ンス期
に始 まる西欧近代の文化 的諸 問題、 とくに個 人 と近代社会 システム との関係 が文学作品 の中でいかな る
表現 を得て い るのか を探求す るとい う、 巨大 な研究 のための多数 の、重要 な手がか りを提供 してお り、
その序説 となってい るこ とは疑 いない ところであ る。
よって本論文の提出者 は、博士(文 学)の 学位を授与 され るのに十分な資格 を有する もの と認め られ る。
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